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Abstract: The alien freshwater shrimp Palaemon sinensis was recently confirmed in freshwater areas of Japan. To clarify 
the potential introduction vector of P. sinensis, the occurrence of this shrimp was researched in fishing bait shops in Japan. 
The shrimp was sold in bait shops in Tokyo, Yokohama, Shizuoka, Nagoya, Osaka, Hiroshima and Fukuoka under the 
product name “Shirasa ebi”. Five fishes, Pseudorasbora parva, Micropercops swinhonis, Rhinogobius brunneus, 
Tridentiger brevispinis, and Macropodus ocellatus, one crustacea, Tachea chinensis, and one aquatic insect, 
Hesperocorixa cf. distanti were unintentionally contained in shrimp samples. P. sinensis was also confirmed in lentic 
water environments such as main streams and side pool of rivers and agricultural waterways located in Kanagawa, Hyogo, 
Okayama, Shimane, Fukuoka and Saga prefectures.
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2011；Saito et al., 2014）。
　Palaemon sinensis （Sollaud, 1911） （旧学名 Palaemonetes 
sinensis）はスジエビに酷似した淡水エビ類であり，
日本からは 2005 年に静岡県浜松市のため池において
初めて発見された（大貫ほか，2010； Ashebly et al., 
2012；De Grave and Ashelby, 2013）。本種は，中国や
シベリアに分布する国外外来種である（Liu et al., 
1990;  Cai and Dai, 1999; Cai and Ng, 2002）．本種には， 
かつては諸喜田 （1979） によりカラテナガエビの和名
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斉藤英俊・鬼村直生・米谷公宏・清水識裕・小林薫平・児玉敦也・河合幸一郎
が与えられていたが， テナガエビ属 Macrobrachium と
誤認識する可能性があることから， 今井・大貫（2017） 
によって和名がチュウゴクスジエビと改称された。近




（Imai and Oonuki, 2014; Saito et al., 2016; 吉郷・吉郷， 
2016；杉並区環境部環境課， 2016；長谷川ほか，
2016；横浜市環境科学研究所，2016；七里ほか， 










Oonuki, 2014; Saito, 2017）。
　近年，水産資源保護法施行規則が改正され，2016
年 7 月 27 日からテナガエビ類は輸入防疫の対象とな
り，釣り餌卸業者は検疫の際にほとんどの「シラサエ













































を，輸入制度施行前の 2014 ～ 2015 年に広島県東広
島市の釣り具店 1 店舗において調査した。調査方法
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外来釣り餌動物チュウゴクスジエビ Palaemon sinensisの出現状況
３．チュウゴクスジエビの生息状況






































































群馬県邑楽郡（通信販売） 2014 12 05 100
東京都品川区 2015 01 30 85.7 14.3
神奈川県横浜市 2014 06 26 100
静岡県静岡市 2015 01 30 92.4 7.6
愛知県名古屋市 2015 01 29 47.7 46.2 6.1
大阪府大阪市 2015 01 29 55.8 36.8 1.1 6.3
徳島県徳島市 2015 05 17 100
香川県高松市 2014 11 12 100
広島県広島市 2014 11 01 44.4 48.9 6.7
福岡県福岡市 2015 05 20 100
熊本県熊本市 2015 05 22 100
鹿児島県鹿児島市 2015 05 21 100
表 1　「シラサエビ」として販売されるエビ類の種組成
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いて 4 ～ 11 個体，中国地方の岡山県の笹ヶ瀬川水系
の水路，島根県の斐伊川水系の水路および斐伊川のワ
ンドにおいて 2 ～ 25 個体，九州地方の佐賀県田布施
川の河川主流路やワンドおよび福岡県多々良川の河川









Saito et al., 2016），広島県東広島市のため池（Saito, 














は流速 0～18cm/S および塩分 0～1.5ppt の広範囲な生
息環境に出現するが，チュウゴクスジエビは流速 0～
2cm/S および塩分 0ppt の流れの緩やかな淡水域に出









Pseudorasbora parva (Temminck and Schlegel, 1846) モツゴ ○ 輸入
Rhodeus cf. sinensis Gunther, 1868 カラバラタナゴ ○ 輸入
Misgurnus dabryanus (Sauvage, 1878) カラドジョウ ○ 輸入
Misgurnus mohoity (Dybowski, 1869) ドジョウ属の 1 種 ○ 輸入
Cobitis cf. melanoleuca (Dybowski, 1869) シマドジョウ属の 1 種 ○ 輸入
Lefua costata (Kessler, 1876) ヒメドジョウ ○ 輸入
Pungitius sinensis (Guichenot, 1869) トミヨ ○ ○ 輸入
Micropercops swinhonis (Gunther, 1873) ヨコシマドンコ ○ ○ ○ 輸入
Rhinogobius brunneus (Temminck and Schlegel, 1845) クロヨシノボリ ○ 国内産（岡山県）
Tridentiger brevispinis Katsuyama, Arai and Nakamura, 1972 ヌマチチブ ○ 国内産（岡山県）
Rhinogobius sp. 1 ヨシノボリ属の 1 種その 1 ○ 輸入
Rhinogobius sp. 2 ヨシノボリ属の 1 種その 2 ○ 輸入
Macropodus ocellatus Cantor, 1842 チョウセンブナ ○ ○ 輸入
Tachea chinensis Thielemann, 1910 エビノコバン ○ 国内産（滋賀県）
Hesperocorixa cf. distanti (Kirkaldy, 1899) ミズムシ ○ 輸入
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外来釣り餌動物チュウゴクスジエビ Palaemon sinensisの出現状況
れる緩やかな水域であることが，本研究においても確











































2015 09 03 石狩川水系創成川（北海道札幌市北区） 河川主流路 1
2015 09 03 石狩川水系篠路新川（北海道札幌市東区）河川主流路 2
2015 09 03 石狩川水系篠路川（北海道札幌市北区） 河川主流路 7
2017 04 20 利根川水系江戸川（埼玉県松戸市） 河川主流路 1 4
2017 04 20 利根川水系江戸川（埼玉県松戸市） ワンド 10
2016 05 13 多摩川（神奈川県川崎市中原区） 河川主流路 23
2016 11 25 多摩川（神奈川県川崎市多摩区） ワンド 21
2017 02 27 多摩川（神奈川県川崎市中原区） ワンド 13 10
2016 05 11 木曽川水系（岐阜県海津市） 水路 3
2016 05 11 木曽川水系長良川（岐阜県海津市） ワンド 8 11 6
2016 05 11 木曽川（愛知県愛西市） ワンド
2016 11 24 庄内川（愛知県名古屋市守山区） ワンド 1
2016 11 24 庄内川水系新地蔵川（愛知県春日井市） ワンド 11
2016 11 24 日光川水系戸田川（愛知県名古屋市中川区）河川主流路 8
2017 07 20 大野川水系（石川県金沢市） 水路 10
2017 07 20 大野川水系柳瀬川（石川県金沢市） 河川主流路 9 3
2017 06 29 淀川水系（滋賀県長浜市） 水路 35 1
2017 06 29 淀川水系余呉川（滋賀県長浜市） 河川主流路 5 3
2015 06 07 淀川（大阪府守口市） ワンド 4 9
2015 06 07 淀川（大阪府大阪市旭区） ワンド 2
2016 02 05 淀川水系安威川（大阪府茨木市） ワンド
2016 05 10 大和川（大阪府藤井寺市） ワンド
2017 01 24 大津川（大阪府泉北郡） ワンド 8 11 2
2017 07 18 揖保川水系（兵庫県たつの市） 水路 3
2017 07 18 揖保川水系蟠洞川（兵庫県姫路市） 河川主流路 11 10
2017 07 18 大津茂川水系（兵庫県姫路市） 水路 14
2017 07 18 夢前川（兵庫県姫路市） ワンド 4 4
2017 03 09 里見川水系（岡山県倉敷市） 水路 34
2017 03 09 砂川水系（岡山県倉敷市） 水路 7
2017 03 09 倉敷川水系（岡山県岡山市南区） 水路 10 2 3
2017 03 09 笹ヶ瀬川水系（岡山県岡山市南区） 水路 25 5
2017 04 13 斐伊川水系（島根県松江市） 水路 2
2017 04 13 斐伊川水系北田川（島根県松江市） 河川主流路 2
2017 04 13 斐伊川（島根県出雲市） ワンド 6 11 14
2015 08 03 瑞梅寺川（福岡県糸島市） 河川主流路 8
2015 08 03 瑞梅寺川水系（福岡県福岡市西区） 水路 2
2015 08 03 室見川（福岡県福岡市西区） ワンド 9
2016 08 03 多々良川水系久原川（福岡県福岡市東区）河川主流路 4
2016 08 03 多々良川（福岡県糟屋郡） 河川主流路 15 18
2015 07 02 筑後川水系湯の尻川（福岡県久留米市） 河川主流路 21
2015 07 02 筑後川水系（福岡県大川市） 水路 7
2015 07 02 嘉瀬川（佐賀県佐賀市） 河川主流路 12
2015 08 02 嘉瀬川水系田布施川（佐賀県佐賀市） 河川主流路 5 13
2015 08 02 嘉瀬川水系（佐賀県佐賀市） 水路 7 2 3
表 3　淡水エビ類の生息状況
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Palaemonetes sinensis （Sollaud, 1911）．Bungoensis, 2, 63-66.
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